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■
功
労
表
彰

佐
藤
　
義
昭
　
氏
（
舟
渡
）

　

昭
和
48
年
に
小
国
町
消
防
団
に
奉

職
以
来
、
49
年
間
に
わ
た
り
職
務
に

精
励
さ
れ
、
平
成
31
年
か
ら
は
消
防

団
長
と
し
て
、
豊
富
な
経
験
と
類
い

希
な
指
導
力
を
も
っ
て
、
地
域
防
災

に
取
り
組
ま
れ
、
町
民
の
安
全
と
安

心
の
確
保
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

青
木
　
繁
子
　
氏
（
小
国
町
）

　

平
成
７
年
か
ら
小
国
町
交
通
指
導

員
と
し
て
地
域
の
交
通
安
全
行
事
に

従
事
さ
れ
、
通
学
・
通
勤
路
で
の
街

頭
指
導
や
、
交
通
安
全
教
室
を
初
め

と
し
て
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・

高
揚
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

■
感
謝
状

加
藤

　
功

　
氏
（
緑
町
）　

　

お
ぐ
に
白
い
森
株
式
会
社
初
代
代

表
取
締
役
な
ど
、
多
く
の
重
職
を
永

き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
高
い
識
見

と
卓
越
し
た
指
導
力
の
も
と
、
本
町

の
観
光
交
流
の
振
興
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
。

後
藤
　
秀
一
　
氏
（
松
岡
）

　

平
成
12
年
に
保
護
司
と
し
て
委
嘱

さ
れ
て
以
来
、
20
年
に
わ
た
り
社
会

奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
少
年
の
非

行
防
止
と
更
生
の
援
助
に
努
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
犯
罪
予
防
の
た
め
の

啓
発
を
と
お
し
て
、
明
る
い
町
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

齋
藤
　
恒
助
　
氏
（
緑
町
）

　

平
成
17
年
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
16
年
に
わ
た
り

豊
富
な
見
識
を
持
っ
て
住
民
相
談
に
あ

た
ら
れ
、
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
行
政
相
談
活
動
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
。

■
永
年
勤
続
表
彰

議
会
議
員
（
15
年
以
上
）

　
小
林
　
嘉
　
氏
（
湯
花
）

　
遠
藤
　
和
彦
　
氏
（
大
宮
）

駐
在
員
（
10
年
以
上
）

　
岩
﨑

　
吉
太
郎

　
氏
（
大
石
沢
）

　
本
間

　
利
博

　
氏
（
小
玉
川
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
12
年
以
上
）

　
志
田
　
藤
夫
　
氏
（
伊
佐
領
）

　
山
口
　
和
彦
　
氏
（
荒
沢
）　

農
業
振
興
組
合
長
（
10
年
以
上
）

　
佐
藤
　
義
美
　
氏
（
貝
少
）

　
下
林
　
政
志
　
氏
（
増
岡
）

　
渡
辺
　
文
夫
　
氏
（
足
水
中
里
）

◆
記
念
講
演

『
　
羽
前
小
国
郷
、
マ
タ
ギ
文
化
の
こ

れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
　
』

東
北
芸
術
工
科
大
学
芸
術
学
部
　

歴
史
遺
産
学
科
　
教
授
　

　
　
　
　
　
　
　
田
口
　
洋
美
　
氏

▲佐藤義昭氏の受賞者代表あいさつ

▲マタギ文化からみる
　小国町の文化の可能性を講演いただきました

▲功労表彰を受け取る青木繁子氏
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Ｕ15女
子ジュニアユース日本代表候補に選出！Ｕ15女
子ジュニアユース日本代表候補に選出！

　

10
月
30
日
、
道
の
駅
白
い
森

お
ぐ
に
を
会
場
に
、
秋
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

山
形
大
学
生
と
小
国
高
校
生
が

一
緒
に
開
発
し
た
「
地
鶏
た
か

き
び
メ
ン
チ
カ
ツ
」
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
し

た
。
学
生
た
ち
が
テ
ン
ト
で
販

売
し
た
メ
ン
チ
カ
ツ
サ
ン
ド
は

す
ぐ
に
完
売
し
、
あ
い
あ
い
で

提
供
し
た
３
種
類
の
味
の
メ
ン

チ
カ
ツ
丼
も
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
し
て
、
午
前
中
は
小

国
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を

行
い
、
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
中
学

生
の
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
と
し
て
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
や
よ
さ
こ
い
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
が
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
、

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

多
く
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
時
期
で
も
あ
っ

た
た
め
、
会
場
内
を
ジ
ャ
ン
ボ
カ

ボ
チ
ャ
や
風
船
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

で
飾
り
付
け
、
仮
装
で
来
場
の
お

客
様
先
着
１
０
０
人
に
お
菓
子
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
、
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
の
雰
囲
気
も
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し

て
増
岡
地
内
か
ら
約
70
発
の
花
火

を
打
ち
上
げ
、
道
の
駅
だ
け
で
な

く
近
隣
か
ら
も
夜
空
を
彩
る
花
火

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
内
で
は

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
声
が
響
き
、

見
上
げ
る
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
２
月
に
は
、
白
い
森
ス
ノ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

齋藤愛佳さん（小国中３年）目標はオリンピック出場
　12月３日～４日にかけて滋賀県で開催

されるＵ15女子ジュニアユース日本代表

候補オールスター戦出場選手として、小

国中学校３年の齋藤愛佳（まなか）さん

が選出されました。齋藤さんは「日本代

表として、オリンピックに出場すること

が目標です。」と今後の抱負を話してくだ

さいました。皆さんで応援しましょう！

　がんばれ！齋藤愛佳選手！！ ▲齋藤愛佳さん（右）と同代表に選出された若山千

宝（ちほ）さん（左・川西中３年）

花火もあがった、

道の駅白い森おぐに“秋秋まつり”

2


	12oguni818_Part3
	12oguni818_Part2

